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1. はじめに 

都市河川においては流水に下水処理場からの放流水が

含まれるとともに，外海からの塩水遡上の影響を受け，

非常に複雑な水質環境を形成している．また東京都区部

のように下水排水方式に合流式下水道が採用されている

地域においては，降雨時に合流式下水道から栄養塩類や

糞便汚染物質を含んだ未処理水が河川へ流れ込むことが

ある．それに伴い，河川や湾内の水域においては，降雨

時に栄養塩類や大腸菌数などが増加することが示されて

いる 1)2)．また，2020年に行われる東京オリンピック・パ

ラリンピックでスイム競技の会場となっているお台場海

浜公園においても，水浴場水質判定基準値を上回る糞便

性大腸菌数が測定されている 3)．このような状況下で都

市河川及び湾内の水質環境の改善を行うことは非常に重

要な課題として認識されている． 

効果的な水質改善対策を行うためには，水質の汚濁メ

カニズムや形成機構を知る必要がある。図-1に赤い円で

示した各地点においては，国土交通省および東京都によ

って定期的に水質観測が行われている 4)が，採水日，採

水時刻が各観測地点によって異なり，水質の空間分布特

性を把握することは困難である． 

著者らは，従来から都市河川における水質環境の形成

機構の解明を目的とした多くの現地観測，理論展開およ

び数値計算などを行っている．例えば，荒川，隅田川，

神田川，日本橋川を対象に水質の時空間分布特性に関す

る現地観測を行い，都市河川の広範囲，特に神田川，日

本橋川において，大腸菌群数が高い値を示し，都市河川

の親水性が低いことを報告している 5)6)．降雨時における

水質調査としては，高崎らが神田川および日本橋川にお

いて出水時における現地観測を行い，日本橋川に比べ神

田川では大腸菌群数が 10~20倍程度の値となることを示

している 2)．神田川が合流する隅田川においても，石井

らにより，降雨後において神田川合流後に隅田川の大腸

菌群数及び糞便性大腸菌数が増加していることを観測に

より明らかにしており，その流出水が東京湾の水質に影

響を与えていると考察している 7)．また，小野澤らは，

東京湾における 3次元流動モデルを提案し，降雨特性や

潮汐の影響によって汚濁負荷の寄与の大きい処理区もそ

れにともない水質動態が変化することを報告している

8)．しかしながら，重要な課題である東京湾に流入する河

川における汚濁源の特定は未だされておらず，多数の下

水吐口やポンプ所排水箇所を有する都市河川において

は，汚濁源解明は困難な状況である．よって本研究で

は，東京湾および複数の流入河川において上流まで遡り

広域にわたって同時に観測を行い，現状把握を行った．

これまでに，東京湾および複数の流入河川において上流
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図-1 観測地点の概要 

図-2 観測期間および前 2週間の潮位， 

日降水量，および気温の時系列 
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まで遡り広域にわたって同時に観測を行った例は著者の

知るところではない．具体的に本研究では，都市河川お

よび都市河川が流入する水域として荒川，隅田川，新河

岸川，石神井川，神田川，日本橋川，古川，目黒川およ

び東京湾において，①水質の水平分布特性，②水質の縦

断分布特性の 2つの観点に着目し，平水時において現地

観測を行った結果を報告する．  

 

2. 対象河川の概要および観測方法 

 図-1に示す荒川，隅田川，新河岸川，石神井川，神田

川，日本橋川，古川，目黒川および東京湾，全 49地点に

おいて 2017年 12月 12日に現地観測および採水を行っ

た． 

現地観測実施日および採水前 2週間の潮位，日降水

量，気温を図-2に示す．採水時は小潮期の下げ潮で流況

は順流時に全地点の調査を行った．東京湾を除く各観測

地点においては，橋上より表層の採水を同時刻に行っ

た．また，多項目水質計（DS5X，MS5，環境システム

(株)製）を用いて水温，塩分濃度，溶存酸素濃度の測定を

行った．東京湾においては観測船により湾内を移動し，

採水を行った．上記現地観測項目に関しては，機器数の

都合上約 4時間，観測時刻に差がある．採水したサンプ

ルは，大腸菌群数，糞便性大腸菌群数に関して室内で水

質分析を行った．大腸菌群数および糞便性大腸菌群数の

分析には最確数による定量法を用いた． 

 

3. 観測結果と考察 

(1) 大腸菌群数と糞便性大腸菌群数の水平分布 

図-3に荒川，隅田川，新河岸川，石神井川，神田川，

日本橋川，古川，目黒川および東京湾における大腸菌群

数，糞便性大腸菌群数の観測結果を示す． 

 大腸菌群数は，新河岸川においては新河岸水再生セン

ターの下流地点（St.6），神田川においては落合水再生セ

ンターの上流地点（St.21）および外濠合流地点より下流

側の各地点で環境基準B類の 5000 MPN/100 mlを超える

高い値を示している．また，日本橋川においては神田川

からの分流直後の地点（St.31）で最も高い値を示してい

る．日本橋川分流後の神田川の各地点においては，日本

橋川に比べ 4～10倍の値を示している．降雨時に高崎ら

が行った観測 6)や平水時及び降雨時に著者らが行った観

測 4)5)においても，日本橋川に比べて神田川の方が高い値

を示しており，日本橋川分流後から隅田川合流までの区

間において，何らかの汚濁源があることが推察される． 

糞便性大腸菌群数は，神田川および日本橋川において

は感潮域内のほとんどの地点で水浴場水質判定基準値

（1000個/100 ml）を上回る高い値を示している．また，

新河岸水再生センター下流地点，石神井川河口地点

（St.10）においても基準値を上回る値を示している． 

東京湾周辺を見ると，大腸菌群数は古川河口（St.34）

で最も高い値（9200 MPN/100 ml）を示している．糞便性

大腸菌群数は，古川河口部および芝浦水再生センター付

近（St.36）で水浴場判定基準値を上回る高い値を示して

いる．湾内においては，大腸菌群数はお台場海浜公園内

（St.46）で最も高い値（230 MPN/100 ml）を示している

が，この値は主要流入河川の河口部における値よりも大

幅に低い．糞便性大腸菌群数は晴海大橋地点（St.41）で

最も高い値（78個/100 ml）を示しているが，こちらも主

図-3 日本橋川，神田川，隅田川，荒川，古川， 

目黒川，東京湾における大腸菌群数， 

糞便性大腸菌群数の空間分布（2017年 12月 12日） 
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要流入河川における値よりも大幅に低い値である．東京

湾においては，平水時には流入河川からの影響が少ない

ことが推察される． 

 

(2) 大腸菌群数と糞便性大腸菌群数の縦断分布 

 図-4に荒川，図-5に隅田川，新河岸川，図-6に日本

橋川，神田川における大腸菌群数と糞便性大腸菌群数の

縦断図を示す． 

 図-4を見ると，荒川における大腸菌数と糞便性大腸菌

群数は流下と共に低くなっており，縦断的に値の差はほ

とんど見られなかった． 

 図-5を見ると，隅田川における大腸菌群数は新河岸水

再生センター下流地点で最も高い値を示し，吾妻橋地点

（St.13）まで流下と共に値が低くなっているが，神田川

合流後の両国橋地点（St.14）において 10000 MPN/100 ml

を超える高い値を示した．糞便性大腸菌群数は神田川合

流後に水浴場水質判定基準値を超える高い値を示してい

るが，そこから約 4 km下流の隅田川河口部付近では，神

田川合流前とほぼ同じ，低い値に戻っている．この結果

から，神田川からの流入水により大腸菌群数，糞便性大

腸菌群数が増加していることがわかった． 

 図-6を見ると日本橋川，神田川においては，外濠合流

地点の下流地点で最も高い値を示し，流下と共に値が低

くなっている．糞便性大腸菌群数も同様に，外濠合流地

点下流地点で値が最も高くなっている．これらの要因と

しては，図-7に示すポンプ所からの排水や下水吐口から

の雨天時越流水が，神田川へ流れ込んだことが影響した

と推察される．また，図-3に示しているように，外濠に

おいては大腸菌群数，糞便性大腸菌群数ともに神田川に

比べて低い値を示しているが，外濠には雨天時合流式下

水道からの越流水吐口が 10カ所設置されており 9)，降雨

時には外濠からの流入水が影響を及ぼすことも推察され

る． 

 

(3) 過去の観測結果との比較 

 図-8に，2007年 11月 16日に川村らが行った現地観測

結果 6)との比較図を示す．荒川，隅田川では大腸菌群

数，糞便性大腸菌群数ともに，観測結果に大きな差は見

られない．神田川上流においては大腸菌群数，糞便性大

腸菌群数ともに，ほとんどの地点で過去の観測結果に比

べ，7~9割程度低い値を示している．落合水再生センタ

ーの上流地点では過去の結果に比べて大腸菌群数が約 4

倍高い値を示しているが，糞便性大腸菌群数の値は，過

去の結果とほとんど差がない．そのため，糞便汚染以外

からの影響により，高い大腸菌群数の値を示したことが

推察される．外濠合流付近では，大腸菌群数，糞便性大

腸菌群数ともに，過去の観測結果と変わらず高い値を示

している．外濠においては，大腸菌群数，糞便性大腸菌

群数共に過去の観測結果に比べて，大幅に低い値を示し

ているが，先述したように降雨時には高い値を示すこと

が推察される． 

図-4 荒川の大腸菌群数，糞便性大腸菌数の縦断分布 

図-5 隅田川，新河岸川の大腸菌群数， 

糞便性大腸菌数の縦断分布 

図-6 日本橋川，神田川の大腸菌群数， 

糞便性大腸菌数の縦断分布図 
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4．まとめ 

 東京湾および複数の流入河川において上流まで遡り広

域にわたって現地観測を行い，大腸菌群数，糞便性大腸

菌群数の空間分布を示した． 

 神田川，日本橋川においては全体的に，大腸菌群数，

糞便性大腸菌群数が荒川，隅田川よりも高い値を示して

いる．特に外濠合流の下流地点において大腸菌群数，糞

便性大腸菌群数ともに高い値を示しており，周囲のポン

プ所からの排水や下水吐口からの雨天時越流水の影響が

あることが推察される．外濠においては大腸菌群数，糞

便性大腸菌群数ともに低い値を示したが，過去の観測結

果では高い値を示しており，現状でも合流式下水道から

の越流水吐口が 10ヵ所あるため，降雨時には外濠から神

田川への流入水が影響を及ぼすことが推察される。 

東京湾周辺では古川河口部や芝浦水再生センター付近

で水浴場判定基準値を超える高い値の糞便性大腸菌群数

を示しているが，東京湾においては最大でも 78個/100ml

であり，東京湾においては平水時には流入河川からの影

響が少ないことが推察される． 
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図-8 2007年 11月 16日の観測結果と 

2017年 12月 12日の観測結果との比較 
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：2007/11/16，観測結果（大腸菌群数）

：2017/12/12，観測結果（大腸菌群数）
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：2017/12/12，観測結果（糞便性大腸菌群数）

図-7 外濠合流地点付近のポンプ所， 

下水吐口，雨水吐口の位置 
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